
問
今
後
の
人
口
減
少
や
そ
の
中
で
の
少

子
高
齢
化
と
い
う
状
況
が
あ
る
中
で
、
教

育
や
福
祉
を
初
め
と
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
を
前
提
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
続

く
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、「
沼
津
市
長

期
財
政
に
関
す
る
試
算
」
が
あ
く
ま
で
も

個
々
の
施
策
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
定
の
条
件
下
で
の
試
算
で
あ
る
こ
と
は

理
解
す
る
が
、
試
算
を
踏
ま
え
た
上
で
、

本
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
沼
津
駅
周
辺
総

合
整
備
事
業
を
初
め
、
香
陵
公
園
周
辺
整

備
事
業
、
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業
な
ど

の
重
要
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市

長
の
認
識
及
び
決
意
は
。

答
市
長
／
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
人
口

問
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る

に
当
た
り
、
核
と
な
る
地
区
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
及
び
課
題

に
対
す
る
認
識
は
。

答
企
画
部
長
／
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
、
福
祉
、
防
災
な
ど

の
拠
点
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
お
り
、

市
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
と
協
働

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す

る
部
分
が
市
や
地
域
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
職
員
の
確
保
や
地
域
の
人
材
育

成
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

減
少
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
に

真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
、
平
た

ん
な
道
の
り
で
は
な
い
と
思
う
が
、
試
算

の
結
果
を
見
る
と
、
決
し
て
乗
り
越
え
ら

れ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
試
算
に
よ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
個
別
の

施
策
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
私

が
目
指
す
世
界
一
元
気
な
沼
津
の
実
現
の

た
め
に
は
、
明
る
い
未
来
へ
の
投
資
が
極

め
て
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
や
香
陵

公
園
周
辺
整
備
事
業
、
中
間
処
理
施
設
整

備
事
業
な
ど
の
推
進
を
市
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
着
実
に
前
へ
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
現
状
と
具

体
的
な
充
実
策
は
。

答
教
育
次
長
／
十
五
カ
所
の
地
区
セ
ン

タ
ー
に
分
館
的
機
能
の
図
書
室
を
設
置
し

て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
三
月
末
で
、
一
般

書
、
児
童
書
な
ど
合
計
六
万
六
千
冊
余
り

の
図
書
を
備
え
る
と
と
も
に
、
年
間
約

三
万
九
千
冊
の
貸
し
出
し
が
あ
る
な
ど
、

多
く
の
地
域
住
民
が
利
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
将
来
に
お
い
て
も
、
市
民
の
生
涯
学

習
活
動
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
地
域
に

密
着
し
た
図
書
館
活
動
を
図
る
た
め
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
蔵
書
構
成
の
見
直

し
を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の
地
区
セ
ン
タ

ー
図
書
室
機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

城
内
　
務

片
岡
　
章
一

大型事業推進に対する
市長の政治姿勢は地区センターの活用は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

議員名 主な質問項目 掲載頁
城内　　務 長期財政試算、立地適正化計画、空き家対策、所有者不明化対策 6
片岡　章一 地区コミュニティー、待機児童対策、成年後見制度利用促進 6
江本　浩二 沼津市長期財政の試算 7
殿岡　　修 鉄道高架中止による過大損失表現、民間投資は夢 7
山下富美子 長期財政の試算と地方交付税の見込み、鉄道高架の費用便益 7
久保田吉光 道の駅、学校給食と地産地消、ＡＯＩ－ＰＡＲＣ、沼津茶促進 7
霞　　惠介 ＩＯＴ（モノのインターネット）活用の通信基盤 8
梶　　泰久 防災、減災、総合防災訓練、消防団、洪水、公共施設 8
渡部一二実 自主防災組織対策、空き家条例対策、生活困窮者対策 8
真野　彰一 新中間処理施設整備、下水道整備 8
髙橋　達也 海岸清掃機材導入、土曜科学教育実施 9
加藤　明子 駅北周辺放置自転車対策、24 時間使えるＡＥＤの環境整備 9
小澤　　隆 情報政策、朝鮮半島有事への対応 9
加藤　元章 財政見通し、鉄道高架、新体育館駐車場、オリンピック合宿誘致 9
中田　孝幸 浜岡原発の放射線被害、放射線の教育と周知、新エネルギー推奨 10
川口　三男 長期財政の試算は、財政指標の必須要素の欠落、暮らしの補償 10
岩崎　英亮 新地方公会計制度、ふるさと納税通知、市長と語る会 10
梅沢　　弘 長期財政試算、財政規律、利払い費合計、市民への説明責任 10
水口　　淳 戸田からの高校通学補助、くるら戸田指定管理者 11

第
十
回
（
九
月
）
定
例
会
で
は
、

十
九
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ぬまづ市議会だより  № 216 ＊ 6


